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一般財団毎大 自衛Ｗ、援護協会

令和 ７年度定時評議員会議事録

定時評議員会

令和 ７年 ６Ｊ］２ ３日　 午前 １１ 時０ ０分

東京都新宿迅天搾ぢ６ 番地

一般財団法人 自衛隊援護協会　 ６階会議隹

４　 芭席評議員の状況　　 評議員の総数　 ６名

出席評議員数　 ６名

石村英二郎、 末次富美雄、 内日ヨ裕一郎、け」内大輔、

平莵浩一、飯 日］雅典

５　 出席役員 Ｊミ半長　伊藤を夫

ｔ　 半　武本　 茂、 伊藤正裕

６　 議長兼議事録作成者　評議員　 末次富美雄

７　 議　　題

決議事項

第一倚議案

第二号議案

報告事項

令和６年度事業報告‾反び決算の承認の件

ミ事の任期満了に伴う 改選攷び評議員の選任の件

代表ミ事 ・業務執行ミ事の職務の執行状況について

８　 議事の経莞の要領‾反び結果

定刻に至り、 ミ事長から上記のとお り評議員 ６名 中６名八び監事２竡中 ２名

の出席誤毎）ち、 本日 の評議員合は定款第１ ９条に定める 決議 に必要な数を満た

している 回の報告があった。

次い で、 定款第１ ８粂の規定に より 、議長に評議員末次富美雄をき ｍし た。

評議員末次富美雄はこれを承諾 し、 議長席に就き 、議長と して本定時評議貝合
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は適法に成立 した 回を宜し、開会した。

回頭、ミ事良から 議案説扇の補助者 とし て、 事務局長、同次長、会耻敷良攷

び援護奈長の会議への 芭席 の許可を 求め たと ころ 、議長は これ を許可し、議案

の審議に六つ た。

第一号議案　令和 ６年度本業脆告‾乱び決算の承售の伴

ミ事長か ら、 けじ めに本議案は定款第８ 条の規定に‾嵬づ き、 ５１ １６ 日に

監事監査を受 け、 ６万 ６日 の葹常Ｊミ本会において承認された ものであ ること

が報告された後、 令加 ６年度事業‾）ｊ、び財務の釁萇について説明か おり 、次い

で理事長の指示に より 、事務犒長か ら令和６ 年度事業報告‾乱び回賃借対陽、

表・ ｊＥ 味財産増減敖算書等の詳細説明 があ った。こ れを受け て、 議長の求め

に完、じ 、Ｅ本翫本茂から令和 ６年度事業報告八び決算につい て、 ５Ｊｊ　１　６

日に行っ た監事監査の結果、工確かつ適溘。こで ある 回の説扇怙芻 ち、 審議の後、

議長から その承簒を求めた とこ ろ全員異議な くこれを承認可決 した。

第二号議案　理事の任期満了に伴う 改囎大び評議員の加圧の件

ミ事長か ら、 定款 ２６ 条第 １項の定 めに より Ｊミ事の全員が本定時評議貝合

の終結と 同時に任期纖丁し、菟圧す るた め、 改選の必要か おり 、資料に‾嵬づ

きミ事全員の再任にＭわる 意［尚］確認の状況等について説明、併せて 、新たな

ミ事の候補者 について 、資料に工づ き候補者の大兄、 生年万口 、賂優等 につ

いて説明 かお り、 審議の後 、議長が 下記の候ネｄｌ者 ごと に個別に承認 を求 めた

とこ ろ、 出席評議員全員異議な くこ れを鐓詰可決 した。

重任 ：伊藤盛夫、 越智正典、傍島裕二郎 、高 日ヨ イ恠、犬塚輝緊、 河上康博

平元和哉、松長学

菟圧 ：粕谷大作

就任 ：半谷直之

次にミ事長か ら、 故平石英兄瓦の後任候補者について 、資料に基づ き候

補者の八尾、 生年ナｊ 日、 略監等について説明か あり 、審議の 後、 議長から水

混を求めたと ころ 、出席評議員隹貝異議なく これを承認‾臼］‘決 しか。

就任 ：本橋浩百Ｊ
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報告事項

代表ミ事 ・業務執ｙテミ事の職務の執回状況として、 令和 ６年４ｊ から現在

までのミ事長‾反び専務ミ事の職務執行状況 について 、資料に‾嵬づき 説獸 ・報

告した。

９　 閉　今

議長は、 勁、上を もっ て本 日の議事を終丁した回 を述べ、 午前 １１ 時５ ４分閉

今し た。

上記の決議を隰確にするた め、 この議事録を作成 し、 議長がこれに記名押印する。

令和 ７年 ６１　２　３　日

一般財回ぶ人 自衛隊援護協会　定時評議員会

議　長

評議員　末次　富美雄

隶ヤ、ｔ 恥がし
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